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本研究の主たる目的は、高齢のドライバーの方々に関する事故
が社会的課題となっている現代においてスマートフォンを用い
た運転支援アプリケーションを開発し事故件数を減少させるこ
とである。内閣府公表の令和2年交通安全白書によると75歳以
上の高齢運転者による死亡事故件数は令和元年には401件と
なっており、減少傾向にあるものの依然としてその数は多い。 

本研究ではスマートフォンを用いた技術的解決策を考案し、高
齢者が安全に運転する手助けができるアプリケーションを開発
することでより現実的で効果のある解決策を導きだすことがで
きると考えた。
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開発内容

　　
Railsサーバ

・位置情報APIの管理 

・ログイン/ユーザー管理 

・フロントエンド/ UI設計

主要な機能を担当する

　　
Node.jsサーバ

・Weather APIの管理 

・Slack OAuth2の連携担当 

・API呼出にかかる負荷分散

API関係の機能を担当する

開発結果

https://bit.ly/3mHbYQL

今後の展望
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